
独立行政法人国際協力機構

契約担当役　理事

調達管理番号

調達件名

目的

業務種別

仕様等

履行期間 2023年8月17日 ～ 2024年7月31日

選定方法

業務量（人月）想定

2023年6月6日 12時00分

プロポーザル提出期限 2023年6月23日 12時00分

その他

以上

競争参加資格

公示

独立行政法人国際協力機構契約事務取扱細則（平成１５年細則(調)第８号）（以下「細則」という。）に基づ
き下記のとおり公示します。

2023年5月31日

23a00148

ラオス国ビエンチャン国際空港整備計画準備調査（QCBS)

ラオス人民民主共和国（以下、「当国」）は、ASEAN唯一の内陸国、かつ国土
の8割が山岳部であり、航空交通は人やモノの円滑な移動及び周辺国との連結
性の観点から最重要インフラの一つである。特に首都ビエンチャンに位置する
ビエンチャン国際空港（以下、「当空港」）は、当国の玄関口及び経済活動の
拠点として重要な役割を担っている。2010年から2019年にかけて着実な経済発
展に支えられ当空港を利用する旅客数は増加し、2019年には234万人に達した
（出典：公共事業運輸省民間航空局）。同様に航空機の発着回数も増加し、
2019年には約28千回に至っている。新型コロナウイルスの影響で2020年及び
2021年の旅客数・航空機発着回数は減少したものの、2022年以降、国境を越え
た移動の活発化に伴う航空需要が再び増加することが見込まれており、旅客
ターミナル施設の一部での処理能力不足による本空港の利便性・効率性の低下
が懸念されている。加えて、当空港の滑走路とエプロンを結ぶ誘導路はこれま
でにも舗装改良が実施されているが、直近の改良から15年以上が経過し、経年
劣化による損傷が確認されている。誘導路以外でもエプロンにひび割れ、航空
灯火システムの老朽化等が生じており、航空機の運行における安全上の課題と
なっている。以上より、「ビエンチャン国際空港整備計画」（以下、「本事
業」）は当空港において旅客ターミナルの拡張及び誘導路及びエプロンの舗装
改修等を行うことで、当空港の安全性及び効率性の向上を図るものであり、当
国の周辺国とのハード面での連結性強化を通じた産業基盤強化に寄与するもの
である。

26.00     人月

https://www2.jica.go.jp/ja/announce/index.php?contract=1

その他詳細は企画競争説明書による

企画競争説明書配布依頼受付
期限及び方法

コンサルタント等契約-業務実施契約－【調査業務】協力準備調査（無償資金
協力）

企画競争説明書による

企画競争

公告・公示日において有効である全省庁統一資格を有すること。

日本国で施行されている法令に基づき登記されている法人であること。

その他、企画競争説明書に記載の参加要件に該当すること

契約事務取扱細則第４条に該当しないこと

https://www2.jica.go.jp/ja/announce/index.php?contract=1
https://www2.jica.go.jp/ja/announce/index.php?contract=1
https://www2.jica.go.jp/ja/announce/index.php?contract=1

